
韓国語訳『源氏物語』における   

解釈上の諸問題について  

－『桐壷』巻（2）－  

田 中 幹 子  

金  智 慧  

はじめに  

■1  本稿は『比較文化論叢』25号の続編である。本稿の体裁は前稿に従った。  
●：   

前稿追記したように、斐素演氏による『源氏物語』「桐壷」訳が入手できたので、  

まず触れたい。   

斐論文は、まず第一章に『源氏物語』における敬語の難しさについて謙譲語  

＊3■4 を中心に指摘し、日本古典文学全集をテキストに現行の現代語訳を比較し示し  
た後、第二章以降、桐壷巻の韓国語訳として自ら『源氏物語』「桐壷」訳をし  

た体裁となっている。しかし斐氏の桐壷訳は、原文を訳したのではなく、田訳  

をはぼそのまま踏襲していた。敬語翻訳に新しさが見られない以前に、田訳の  

誤訳もそのまま受け継いでおり、韓国語訳『源氏物語』の検討対象に値しない  

ものとみなした。斐訳の具体的な問題点についてはまとめの項であげる。   

前稿と同様、論文の見易さを考え任意で原文を区切り通し番号を付け、田溶  

新訳がもとにした日本古典文学全集、それを訳した田溶新訳、その両者を比較  

＊1拙稿「韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について－F桐壷』巻（1）」－   

F比較文化論叢』25号（2010年12月）  

＊2 斐素演氏「源氏物語桐壷巻の韓国語訳の試み」（愛知学院大学大学院文学研究科文研会記   

要 2009年3月）  

＊3 日本古典文学全集『源氏物語』阿部秋生・秋山度・今井源衛校注  

＊4 島津久基著『対訳源氏物語講話巻－』矢島書房 昭和5年11月、玉上琢弥著『源氏物語  

評釈第一巻』角川書店 昭和39年10月、今井忠義著『源氏物語 現代語訳－』桜楓社、昭和   

49年10月、新編日本古典文学全集『源氏物語－』小学館 平成6年3月）  
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した評、続いて瀬戸内寂聴訳とそれを訳した金蘭周訳、その両者を比較した評  

という形式をとっている。通し番号は前稿に続いた番号をつける。前稿同様、  

韓国中央大学校日本語学科の交換留学生だった金智慧氏との共著である。  

15．原文：御局は桐壷なり。あまたの御方々を過ぎさせたまひて隙なき御前渡  

りに、人の御心を尽くしたまふもげにことわりと見えたり。  

口語：更衣のお部屋は桐壷である∩帝が、多くの女御、更衣方のお部屋の前  

を素通りなさって、ひっきりなしに桐壷にお出向きなさるので、その  

方々がやきもきなさるのもなるほど無理ないことと思われる。  

田訳：望音♀告♀句可斗瑠司書句甘舎ユせス1叫可ヱ諜望忠01吾亘月  

せ中書賓激旦旦呈，中書可塑号句召手書小吉蚕主せ望或亡L  

王はたくさんの女御と更衣達の部屋をそのまま通り過ぎて絶え間なく  

桐壷の部屋だけを訪れたので、はかの女御達の嫉妬を買うのも当然だ  

った。  

評  ：「御局は桐壷なり」が省略。「見えたり」という語り手の推量が、語り  

手がおらず「当然だった」と断定している。  

瀬戸内訳：更衣のお部屋は桐壷です。桐壷は帝のいっ錮こなる清涼殿か  

ら一番遠い位置にありました。帝が桐壷へお通いになる時には、多く  

の妃たちのお部屋の前を、素通りなさらなければなりません。それも  

ひっきりなしにお通いになられるので、それを見て無視された壁左旦  

が嫉ましく思うのも当然なことでした。  

金訳  今召人tき司1斗州べ古淵人1吉頑審対句1  

榊告り叫．司斗列ベキ召斗呈召舎可司望  

曽♀辛音き句甘♀ユせス1し†司7tOt可き札 ユ蚕主召人Ⅵ忠01旦号  

外年中モ亡国，千人1甘せ享子号01ユ王寺舎旦立脚ヱ召手書  

±ク1旨蚕♀甘望せ望01盟ス1且．  

更衣の処所は淑景舎です。淑景舎は陛下がいっもいらっしゃる清涼  

殿から一番遠い所にあります。陛下が赦景舎にいらっしゃるには多く  

の後宮の部屋を通り過ぎますが、それも絶え間なく行ったり来たりす  

るので、無視された後宮達がその姿を見て坦皇、嫉妬を感じるのは当  
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然なことでした。  

評 ：桐壷を淑景舎と言い換えている。瀬戸内訳の影響で淑景舎の説明を入  

れている。この補入は、円地訳の「帝のお常御殿である清涼殿からは  
●5  

遠く離れた東北の隅に当たる。」を参考にしたと思う。また「心を尽  

くす」を瀬戸内訳は「嫉ましさ」とし、金訳ではさらに「恨み」を加  

えている。  

16．原文：参う上りたまふにも、あまりうちしきるをりをりは、打橋、渡殿の  

ここかしこの道にあやしきわざをしつつ、御送り迎への人の衣の裾  

たへがたくまさなきこともあり。またある時には、え避らぬ馬道の  

こなたかなた、心を合はせて、はしたなめわづらは  戸を鎖しこめ、   

せたまふ暗も多かり。  

口語：また更衣が御前に参上なさる場合にも、それがあまりたび重なる折々  

は、打橋や渡殿のあちこちの通り道に、たびたびけしからぬことをし  

かけては、送り迎えの女房たちの着物の裾が台なしになって、蚕旦A  

ができぬというほどによからぬこともある。またあるときには、必ず  

通らなければならない馬道の両端の戸を閉めて更衣を閉じ込め、こち  

らとあちらとでしめし合わせて、進むも退くもできない思いをさせて  

困らせたりなさるときも多い。  

田訳：空音互7一望音翌可1昔司且き召♀7t t］早貴Otス1スt，中型き♀  

召書中召昔司書初刊音型中司［打橋］巧召号尊王句 可71司フ1叫  

貴重類書司書O一月，音主音嘲合可刀叶中子可≒『望喜句貪♀  

甘7一望司主音殻フ1可司書項主呈召早朝ヰ．望可±嘲吉べ主音  

ロ1司叫ヱ，ス1し‡フtOt菅号主管昔雪景合せO一月且呈フ一三莫中州  

せき71王朝中．  

また、桐壷が王の前に呼ばれてくる場合があまりにも頻繁になると、  

女人達は建物と建物の中に置かれた打橋と建物の廊下のあちこちに悪  

行をして置いて、桐壷を送ったり迎える女人達の服を駄目にするなど  

耐え難いほど嫉妬した。またある時はお互いに予め企んで、通り過ぎ  

なければならない廊下の両端の扉を閉めて来る革も行くことも出来な  

＊5 円地文子訳『源氏物語一』 新潮文庫 新潮社 平成二十年九月）  
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くさせた。  

評 ：桐壷の女房達の裾が汚れて耐えがたいのを、桐壷に嫉妬した女人達が  

「嫉妬した」と主語を変えている。田訳では、「わづらはせたまふ時も  

多かり。」が抜けており、嫉妬した女人達が出来なくさせたと能動態  

の訳となっている。韓国語が日本語ほど使役表現を使わないためであ  

ろう。  

瀬戸内訳：また、更衣が召されて清涼殿へ上がる時も、あまりそれが度重なる  

折々には、打橋や渡り廊下の通り道のあちこちに、汚いものなどを撒  

き散らし怪しからぬしかけをしてト送り迎えのお供の女房たちの衣裳  

の裾が我慢できないはど汚され、予想も出来ないような、あくどい妨  

害をしかけたりします。また時には、どうしてもそこを通らなけれ  

ばならない廊下の戸を、あちら側とこちら側でしめし合わせて閉ざし、  

外から錠をさして、中に更衣やお供の女房たちを閉じ籠めて恥をかか  

＿L＿＿途方に暮れされるようなこともよくありました。  

金訳：生相可7一句蟄句半音合せO一句菅召旦主音嘲叫主翼手7t t〕早叫  

切望斗ヰ忍旦望，子音吉♀瑠句7tス1qフt≒・号呈卑召号斗召号♀  

乳旨召皇号主可71ス1刀叫且号音卿胡音叫  
瑠句フープ1±里子q喜句貪ス一考01香合午思喜瑠主王q司胡ス1吉  

倒せ司三貴菅胡五ス1喜可忠告り中．  

望嘲主旨せ三人1ス1ヰ7tOt中吉号王句号音01軍司苧印可苧せヱ  

甘酢勺召7t可司，瑠句年号り喜01せ朝を司旨手旦喜召旨望王  

忠霊告りq．  

また、更衣が天皇に呼ばれ清涼殿に行く時も回数があまりにも頻繁だ  

と、後宮達は更衣が通る廊下と建物と建物を繋ぐ渡し廊下あっちこっ  

ちに汚物を散らかす等、悪行をして置いて更衣が率いる官女達の裾が  

我慢できないはど汚くなる思いがけない仕業をしました。また時には  

必ず通るべきな廊下の扉をあっちこっちで閉めて外でかけてしまい、  

更衣と宮女達が中に閉じ込められる侮辱をされることもありました。  

評 ：「汚物を散らす」は、瀬戸内訳の「汚いものを撒き散らす」は円地訳  

の「不浄なものを撒き散らす」の影響を受けていると思う。また瀬戸  

内の「恥をかかし」も円地訳の「恥を見せ」を参考したことが想像さ  

れ、それが金訳に影響し、原文にない「侮辱される」という表現が生  
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まれた。  

17．原文：事にふれて、数知らず苦しきことのみまされば、いといたう思ひわ  

びたるをいとどあはれと御覧じて、後涼殿にもとよりさぶらひたま  

ふ更衣の曹司をほかに移させたまひて、上局に賜す。その恨みまし  

てやらむ方なし。  

口語：何かにつけて、数えきれぬはどつらいことばかりが重なるので、更衣  

がひどく途方にくれているのを、帝はますます不偶なこととお考えに  

なって、後涼殿にもとから局を持っておられる更衣の局をほかにお移  

しになって、そのあとを上局として下さる。その追われた更衣の恨み  

はほかの方々にもまして慰めるすべもなく深い。  

田訳：ユ召望01毀♀ 嘲叶中 音互主 立音土司胡 憩ヰ．望音♀  

ユ蚕01せ竺司胡，手管召［後涼殿］可1フ1刀斗吉中書瑚潮音句  

刀刃喜島71刀1魂ヱ ユ更♀号互7一生王号 可労q．要刀せ  

岬 割争♀曾蟄牟剖01召ヰ．  

その度に、桐壷は苦しがった。王はそれが痛ましいとおもって、後涼  

殿に起居するはかの更衣達の居所を移して、そこを桐壷が使うように  

上皇。追い出された女人達の恨みはいい様がないほど大きかった。  

評 ：田訳では「更衣達」と複数となっている。追い出された更衣の恨みが  

他の人々にまして大きいという内容だが、追い出された人が、ほかの  

人よりも恨は晴らしようがなかったことが把握できない。また上局を  

住居と訳している。  

瀬戸内訳：こうして、何かにつけて、数えきれないほどの苦労が増すばかりな  

ので、更衣はそれを苦に病んで悩みつづけ、すっかりふさぎこんでし  

まいました。それを御覧になると、帝はますます不潤さといとしさが  

つのられるのでした。そこで、それまで後涼殿にお部屋をいただいて  

いて住んでいた、ひとりの更衣を外に移すように命じになり、そのあ  

とを愛する更衣が清涼殿に召された時に使うようにしておしまいにな  

りました。追われた更衣の身になれば、どんなに口惜しく、その恨み  

は晴らしようもなかったことでしょう。  

金訳：01専刀1人一人tそ1召，嘲0憎午忠喜せ曹司中音ヱ増せき可ヰ旨句中  

相可モス1言月1沓月 中音句 増喜望正雪敦看り斗．忍者♀ユ召  
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相可句旦春台旦ヱ吉 日目早7t忠刀1可フ1旨中音可囲碁01  

忍可愚書りヰ．ユ印可晋Ⅷコ嘲オス1き手管珊  

瑚到単項♀中書芙旦呈会フ1年増申立，瑚句フt 

人一食諦主享斗労音り中．  

且望望叫ヰ菩斗ヱ軍書車望01望阜オ且．  

こうやって事毎に、数え切れないほどの気苦労が増えるので更衣は愁  

いに沈んで心の病気を得てしまいました。天皇はそのような姿を見て  

はもっと可哀そうに思う心と堂上旦が深まりました。それで遂にそれ  

まで後涼殿を居所としていた更衣の一人を他の所に移すように命じ  

て、更衣が清涼殿に呼ばれた時そこを使うようにしました。追い出さ  

れた更衣の立場からみるとどんなに悔しくて怨めしいことだったでし  

ようか。  

評 ：「あはれ」を、瀬戸内訳で「不憫さ」と「いとしさ」と繰り返したの  

を金訳は「可表そうに思う心」と「愛しさ」と受けている。瀬戸内訳  

の「清涼殿に召されたときに使うように」という上局の説明をそのま  

ま訳している。「まして」の訳を瀬戸内訳がしていないのを金訳も受  

けている。  

18．原文：この皇子三つになりたまふ年、御袴着のこと、一の宮の奉りしに劣  

らず、内蔵寮納殿の物を尽くして、いみじうせさせたまふ。  

口語：この若宮が三歳におなりの年、御袴着の儀式を、さきに一の宮がご使  

用になったものに劣らぬように、内蔵寮や納殿の財物をありたけ用い  

て、盛大にとり行わせられる。  

田訳：専スt7一周せ01司軍司瑚，せス一風ヌ1叫喜望吉男月01忠恕q．更司  

■6    乳剤忍星ズ11蟄ス巨卜叶外用司ス1ス1告王号Ⅷ智豆（内蔵案）卑  

杏ヱ（納殿）叫悪日号召豊里手Ⅷ可増印可刀1月瑠裁可．  

皇子が三歳になる年に、男用のスカートを着る儀式があった。先に行  

われた第一皇子の儀式に劣らないように内蔵寮と納穀にあった物を全  

＊6 田訳に次のような注がある。書手づ（中務省）可1今司ヰ，旦号ヰ召せ青春♀せ司惑   

星安．「中務省に属して、宝物と献上品等を管理した所」。なお、前論文の「女御」に関して   

も田訳には、可可：望音雪 子望音可】月 号音旦q（車札．瑠句旦中朝望ゼ昔．」「女御：   

王の婦人の中で中宮より下、更衣より上の身分。」がつけられている。）  
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て出して盛大に行った。  

評  ：「御袴着のこと」を「男用のスカートを着る儀式」と書いているが、  

説明が必要であろう。  

瀬戸内訳：この若宮が三つになられた年、御袴着の式がありました。先に行わ  

れた一の宮の式に劣らないよう、内蔵寮や納殿のすばらしい品々を、  

帝は惜しみなくお使いになり、それは立派になさいました。  

金訳：可里脅スープ一人11せ01司望 嘲，司書旦呈  

ヌ1愚書り叶 普月瑠司11誹車中町中1芙ス1告王早召啓♀Ⅷ杏豆卑  

官召句昔舎望五重司せ昔重吉合 音可Ot宅憎01増相可刀1句づ♀  

可愚書りヰ．  

幼い皇子が三歳になった年、初めてズボンを着る儀式をしました。先  

に行われた第一皇子の儀式に劣らないよう天皇は内蔵寮や納殿の扉を  

開き珍貴な物を広げて惜しみなく盛大に儀式を行いました。  

評 ：全訳は、「ズボンを着る儀式」は「幼い子にズボンスカート形式の下  

衣を始めて着せる儀式。三歳から七歳の間に行われる。皇子の場合は  

天皇が腰の紐を縛ってあげる役割をする例が多かった。」と語句説明  

されている。これは、瀬戸内訳に付けられた「語句解説」の「袴着は  

かまぎ：初めて袴をつけるときのお祝いの儀式。三～七歳の間に行う。  

皇子の場合は、天皇が腰結の役にあたることも多い。」による。  

19．原文：それにつけても、世のそしりのみ多かれど、この皇子のおよすけも  

ておはする御容貌心ばへ、ありがたくめづらかしきまで見えたまふ  

を、えそねみあへたまはず。  

口語：こうなさるにつけても、世間の非難がじつに多いけれども、この若宮  

のだんだんと成長なされるにつれてととのってゆくご容貌やご気性  

が、世にも類少なく珍しいほどにお見えになるので、どなたも徹底的  

に憎みとおすことがおできにならない。  

田訳：01叫ほ可1雷阜印せ合せ激ス1せ．可竜卜蟄スt7t毒！斗呈増杏督印可斗  

月1せ叫♀司17t駁♀瑠呈呈阜旦斗フlせ01中吉可司フ一人1榊主  

づ云一刀1ロ1♀♀八一ス1圭一告殻q 

このために多く非難されたが、幼い皇子が次第に成長するにつれて世  

に類例がないほど容貌と気性が整えて行くので誰からもひどい憎しみ  

比較文化論叢26 72   〔21〕  



を買うことはなかった。  

評 ：「世の幾り」が省略され、呼応の副詞「え～ず」が訳に反映されていない。  

瀬戸内訳：それにつけても世間では、とかくの非難ばかり多いのに、若宮が成  

長なさるにつれ、お顔やお姿、御性質などが、この上なくすぐれてい  

らっしゃるので、さすがのお妃たちも、この若宮を憎みきることがで  

きません。  

金訳：コ望倒 印判月王01弓子司弓子可せ01諜01召 舘激旦ヰ，可召  

専スt7tノ召杏斗望べ阜旦ヰエス一切年増音01日菅叫胡忠01喜音可句  

ユキと召軍手青書王可引蟄ス一言ロl羽音トス1き喜舌卜望呑りヰ 

そのことに関してもあれやこれやと批難が絶えなかったのですが、幼  

い皇子が生長しながら容貌とその姿態と気性が申し分なく立派で垂j＿  

どかった妃達も幼い皇子を憎めなかったですn  

評 ：金訳も「世」が訳されていない。「めづらかしきまで見えたまふを」  

というのが「申し分なく」と敬語がない。「えそねみあへたまはず。」  

の主語が瀬戸内訳で「さすがの」、金訳で「あくどい」と脚色されて  

いる。  

20．原文：ものの心知りたまふ人は、かかる人も世に出でおはするものなりけ  

りと、あさましきまで目を驚かしたまふ。  

口語：ものの情理をわきまえていらっしゃる人は、このような方もこの世に  

生まれておいでになるものだったのだなと、ただ呆然と目をみはって  

おいでになる。  

田訳 ：斗号句王司書Ot盲人一昔01斗望01月1せqlol軍書音せ小菅01史書オ  

申立せ翌朝菅瑠三男ヰ．  

物事の道理をわきまえている人ならこの世にこのような立派な人がい  

るだろうかと呆然とするはどだった。  

評 ：「出で」が田訳では訳されていない。  

瀬戸内訳：ましてものの情理をわきまえた人々は、これはど世にもまれなすぐ  

れたお方さえこの世に現れることもあるのかと、茫然として目を見張  

っています。  

金訳：中書可瑠司書Otき小菅喜♀，01雪景羽可せ昔0lol月1甘叫史書手  

製♀オ申立 甘望句中中書普01忠告りq．  
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まして情理を分かる人達は、このように優れた方がこの世にいられる  

のかと呆然に眺めるだけでした。  

評 ：瀬戸内訳が「まして」を挿入し、金訳が影響されている。  

21．原文：その年の夏、御息所、脚づらひて、まかでなんとし  

たまふを、暇さらにゆるさせたまはず。年ごろ、常のあつしさにな  

りたまへれば、御目馴れて、（帝）「なはしばしこころみよ」とのみ  

のたまはするに、  

口語：その年の夏、若宮の母君の御息所は、なんとなく健康をそこねて、養  

生のため里に下がろうとなさるが、帝はどうしてもお暇をお許しにな  

らない。この何年かの間、常々ご病気がちでいらっしゃったので、そ  

れを帝はいっもごらんになっておられたから、「このままで、もうし  

ばらく様子を見よ」とばかり仰せになるうちに、  

田訳：ユ嘲勇吉d盟01才】孜01ヰ叫翠音主旨召瑠旦主用司7t71喜  

望更q．ユ叶ヰ望音♀01実朝暮せ瑠句7一項全句1主項01杏敦中主  

召♀曾二正，ユ脚．蚕瑠困17t主・蚕喜  

司キス1告敷ヰ．  

その年の夏、こ 

願った。しかし、王は 何年間更衣がふだん病気がちだったことを知  

三三、そのまま状況を見ようというだけで、実家に行くのを許さなか  

った。  

評  ：「はかなき心地にわづらひて」が「この上なく健康が悪くなった」と、  

最初から重症としている。また桐壷更衣が病気がちだったのに「御見  

慣れて」が省略されており、愛する人が重症なのに見殺しにしている  

帝ということになる。また帝の会話文が、説明文になっている。  

瀬戸内訳：その年の夏、更衣ははっきりしない気鬱の病気になり、お里へ下が  

って養生なさりたいと願いましたが、帝は全くお暇を下さいません。  

ここ何年か、更衣はとかく病気がちでしたので、帝はそれに馴れきっ  

三おしまいになり、「もうしばらく、このままで様子をみよう」とお  

っしゃるばかりでした。  

金訳：コ胡（ヰ舌，叫含句 境01そ回そ1相可7t司1可瑚人t7一旦叫フt且尊書  

中正忍中ヱ句中更旦叫司1可朴叶旨司司句ス1舘悪書りヰ．ス1せ  
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実せ音せ相可7一号司音き望01安敷旦旦呈尋尊♀01ロ1当寺剖庚  

01専刀1普管掌01労音り中．“有人1阜切言手 工旦月ス1ヰ．”  

その年の夏、心の病気が深まった更衣が陛下に私家に出て療養をした  

いと請いましたが、陛下はお許しになりませんでした。すぎた何年間  

更衣が寝込むことがしきりであったので天皇はもう慣れてこう言うだ  

けでした。“すこし様態を見ましょう”  

評 ：瀬戸内訳が「はっきりしない気鬱の病気」としたのを金訳では「心の  

病気」と精神の病として限定してしまい、心労からの病という印象と  

は異なる。  

22・原文：日々に重りたまひて、ただ五六日のほどに、いと弱うなれば、母宣  

泣く泣く奏して、まかでさせたてまつりたまふ。  

口語：日に日に重くなられて、わずか五、六日の問に、ひどく衰弱するので、  

更衣の母君が泣く泣く帝にお願い申しあげて、退出するようにお取り  

計らいになる。  

田訳：ユ司望舌印書互句 増刊喜せヰ中子月割忍q．音亘古寺門り  

望昔ql州01割前司召号司書申年旨増合せ敷中．  

そうしている間に桐壷の病勢は日ごとに重くなった。桐壷は泣きなが  

ら、王に哀願して結局退出するという命を受けた。  

評 ：「五六日のほどに」が省略。「母君」が桐壷更衣になっており、更衣自  

ら退くことを申し出たことになってしまう。  

瀬戸内訳：そのうち病状は日ましに重くなってゆき、ほんの数日の間に、めっ  

きり衰弱なさり重態になりました。更衣の母君は泣く泣ぺ帝にお願い  

して、ようやく  お里へ下がるお許しをいただきました。  

金訳：ユ司き八一Olせ朴旨せ呈牛耳司可相可主音年中召斗0loll盲倒  

司刀1月年朝司看印判叫ス1ヱせ敦書り中．相可セい可可り7ト阜♀旦呈  

嘲前列科土中科中並立旦斗7一旦寸書手製王号司卑合せ悪書り1斗  

そういううちに状態は日ごとに悪化され、更衣はわずか何日のうち目  

立っはど衰弱になり重態に陥りました。更衣の母親が涙で陛下に訴え  

私家に出れるように許諾を受けました。  ようやく   

評 ：瀬戸内訳が「ほんの数日」と訳したため金訳も「わずか何日」として  

いる。また瀬戸内訳が「ようやく」を挿入し、金訳もそれを受けている。  
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23．原文：かかるをりにも、ろるまじき恥もこそと心づかひして、皇子をばと  

どめたてまつりて、忍びてぞ出でたまふ。  

口語：こうした折にも、あるべからざる不面目な事態になってはと用心して、  

若宮のはうは若宮にお残し申して、ひっそりとご退出になる。  

田訳：中旬互ぃ叶切言♀司割可0再生専スt≒号音叫せ月号胡主音主旨小菅  

古書司司書司ヰ数年．  

万一の事態に恐れて幼い皇子は残したまま桐壷は人目を避けて退いて  

きた。  

評  ：「かかるをりにも」が省略。また「あるまじき恥」を万一の事態と意  

訳している。  

瀬戸内訳：こういう場合にも、もしも退出の行列に何かひどい仕打ちをしかけ  

られ、恥をかかされるようなことがあってはと取り越し苦労して、若  

宮は宮中に残されたまま、更衣だけがひそかに退出なさいます。  金訳：01嘲王朝頗 甘割モ  
岬 1瑠句旨可召脅斗喜子音可1せ刀音  

邦書ス一号旦呈♀望司号音舎叫司ヰ衣音りヰ．  

この時も若しや退宮をする行列が陰険なことをされたり侮辱を受ける  

ことがあったらどうしようかという老婆心で更衣は幼い皇子を残した  

まま一人で忍んで宮中をすりぬけでました。  

評  ：「あるまじき恥」を瀬戸内訳が「もしも退出の行列に何かひどい仕打  

ちをしかけられ、恥をかかされるようなこと」と意訳し、金訳も受け  

継いでいる。  

24．原文：限りあれば、さのみもえとどめさせあまはず、御覧じだに送らぬお  

ぼつかさを言ふ方なく思はさる。  

口語：提のあることだから、帝はそうそうもお引きとめになれず、ご身分が  

お見送りさえもあそばされぬ心もとなさを岬悲しくおぼ  

しめす。  

田訳：望音♀望Ⅷ句千尋せ音主音昔智書手主忠恕ヱ，月Ⅵ♀督手工  

択ヰ．脚  

王は宮中の規定上、桐壷を引き止めることも出来ないで、見送るこ上  

も出来なかった。ただ不安な心で心の中だけで悲しんだ。  
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評 ：見送りすることさえできない身分の高さのもどかしさを訳していな  

い。何が不安なのかが理解できない。  

瀬戸内訳：引き留めたくても宮中の作法によって限度があります。帝もこれ以  

上はどうにも止めようがなく、帝という立場から、見送りさえ思うに  

まかせない心もとなさを、言いようもなく辛くお感じになるのでした。  

金訳 ：中音申立忍可主音寺句望E可1吉せ瑚フt史書りヰ．q olせ中書  

召王駁ヱ岬旦り  

判斗雪月召♀男卑曽雪手記01甘甘斗ヱ可呈悪書りq．  

引き止めたくても宮中の法度には限界があります。もうこれ以上止め  

る道もなく天皇という身分のせいで見送りさえ自由にできないので陛  

下の心境はなんと言いようもなくもどかしくて苦しかったです。  

評 ：瀬戸内訳で「引き留めたくても」と挿入されたのを全訳も受け継いで  

いる。  

25．原文：いとにはひやかに、うつくしげなる人の、いたう面痩せて、いとあ  

はれとものを思ひしみながら、言1こ出でても聞こえやらず、あるか  

なきかに消え入りつつものしたまふを御覧ずるに、  

口語：じっにつやつやと美しくてかわいらしく見える方が、すっかり面やつ  

れして、まことにしみじみと世の悲しみを感じていながら、言葉に表  

わしてそれを申しあげることもせず、人心地もなくうつらうつらして  

いらっしゃるのをごらんになると、  

田訳：阜717tし十五胡望望音互御  
幸昔01カキ胡旦望ヰ．せOt毀中吉増中主忠01望司⊥I盟主  

吾亘月旦告♀旦可，  

つやがあり可愛かった桐壷の顔は酷く痩せて世の中のあらゆる悲しみ  

があふれるばかりに見えた。生きているという思いもなく、ぼうっと  

している桐壷の姿を見て、  

評 ：「言に出でても聞こえやらず」が訳されていない。また「酷くやせて」  

は、停い美とはならい。  

瀬戸内訳：もともと更衣は、たいそうつややかで美しく、可憐なお方だったの  

に、今はすっかり面やつれなさっています。心には帝とのお別れをた  

まらなく悲しみながら、それを言葉に出すこともできず、今にも消え  
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入りそうになっています。  

金訳：相可き召胡阜旦吉7相可再三司半句l吉舎フ1フt互三吉O一昔中音  

昔01黒古qlス1音♀暮雪斗刀lot♀1ヱ主潮せ王寺望り叶 叶♀♀  

司1斗斗句 01望喜召望午 駁01書司斗望べ主 せ曹フ1司王  

忠叶 昔せOl斗主号音01外司叶望実虻ス1召01労音りq．  

更衣はもともと容貌は可憐でも肌は艶々する美しい方でしたが、今は  

げっそりし、やつれて惟怪した姿です。心は陛下との別れをたまらな  

く悲しみながらも言う気力もなく、いまでも命が消えるような生と死  

の境にいました。  

評  ：金訳の「げっそり」という表現からは、はかない美しさは感じられない。  

26．原文：来し方行く末思しめされず、よろづのことを、泣く泣く契りのたま  

はすれL御答へもえ聞こえたまはず。まみなどもいとたゆげにて、  

いとどなよなよと、われかのに気色にて臥したれば、いかさまにと  

思しめしまどはる。  

口語：帝は、あとさきのご分別もおなくしになって、あらんかぎりのことを  

泣く泣くお約束あそばすけれども、更衣はお返事を申し上げることも  

おできにならない。まなざしなども、ひどくだるそうにしてふだんよ  

りもいっそうなよなよと、正体もない有様で横たわっているから、帝  

はどうしたものかと途方にくれておいでになる。  

田訳：甘言き望月言草増車刀喜王駁中郷 

号互宣旨圭司王 喜可ス1エフ1召せ王寺旦王手胡ベO一手重用官主  

可ス1芙斗思q．望音♀ユ軍書圭司王寺刊 可列嘲Ot寺書ス1喜  

旦重工毀労ヰ．  

王は前後のわきまえをする間もなく持っているものを全部かけて約束  

上左。桐壷は目つきも散らばって気力が尽きた姿で様になって何の答  

えも出来なかった。王はそのような桐壷の姿で途方に暮れていた。  

評 ：「来し方行く末思しめされず」という過去や将来に思いも及ばずの意  

が「前後のわきまえをする間もなく」とただ動揺している意になり、  

「よろづのこと」の内容が原文では「来世のこと」と想像されるのに、  

田訳では現在持っているものをすべてかけていると訳す。またすべて  

をかけて何を約束しているのか正体が分からない。  
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瀬戸内訳：それを御覧になると、帝は堰去も未来も一切お考えになれず、ただ  

もう、あれこれと泣く泣くお約束なさるのですが、更衣はもうお返事  

さえ出来ません。眼つきなどもすっかり弱々しく、いかにもはかなそ  

うで、意識があるとも見えません。いつもよりいっそうなよなよと横  

たわっていらっしゃるばかりでした。帝は御心痛のあまり気もそぞろ  

で、なすすべもなく茫然としていらっしゃいます。  

金訳：コ旦吉舎旦り，嘲斗列月≒せ朝早増盟01古手呈01軍司引い汁告♀  

科訓，相可主 ユ叫嘲官主斗智幸思想書りヰ．甲虫き旨召叫旨  

せ忠き書昔せ曹司史♀嬰，旬月01盟主ス1思≒ス1主音昔瑠可り，  

句±二嘲旦申せ寺7tせ菩王寺旦王ユ司手羽 史書嬰01悪書りq．  

尋常♀ 叫音車中合印 可聖 書舎暑中ユ司 せ望可 叫申せ書  

中喜01労音りq．  

その姿を見て、陛下は前後のわきまえもなく涙であんなこんな約束を  

主星旦、更衣はそれに答えることさえできなかったです。元気がない  

視線にほ限りない悲しみだけこもっているだけで、意識があるのかな  

いのかも明らかではなくて、いつものより一層弱々しい姿でただ横た  

わっているだけでした。天皇は悲痛な気持ちでどうしたらいいか分か  

らなく、ただぼんやりとながめるだけでした。  

評 ：瀬戸内訳の「過去も未来もー切お考えになれず」を、金訳は「前後の  

わきまえもなく」と訳した。この訳では来世を害う内容という印象を  

与えない。  

27．原文：聾垂の宣旨などのたまはせても、また入らせたまひて、さらにえゆ  

るさせたまはず。  

口語：車重をお許しになる宣旨などを仰せ出されてからも、またお部屋にお  

入りになっては、と瑚。  

中主星司書叫司ヱ叫べ壬生凶  

王は皇族が乗る肇垂を出すという詔勅を下してからも部屋に戻ってき  

ては退出を許可しなかった。  

評 ：「苧車」の説明が「皇族が乗る軍車」だと加えている。「え～ず」が訳  

されてなく、ただ「退出を許可しなかった」となっている。  
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瀬戸内訳：更衣のために、特別にて車をお許しになる宣旨をお出しになられて  

からも、また更衣のお部屋に引きかえされて、やはりどうしても更衣  

を手放すことがおできになりませんヶ  

金訳：瑚切言朝胡与増司幸手胡句小舎喜司卑せ中吉セス1書巻斗ヱ王  

更衣のために特別に手車の使用を許諾するという宣旨を伝えてからも  

更衣の部屋に戻って更衣の手を繋いで放せなかったです。  

評 ：章車を瀬戸内訳が「更衣のために、特別に」と補入し、金訳がそれを  

受けている。同じく瀬戸内訳で「帝が更衣を手放せなかったと」と補  

入し、金訳でも入れている。  

28．原文：「限りあらむ道にも後れ先立たじと契らせたまひけるを。さりとも  

うち棄ててはえ行きやらじ」とのたまはするを、女もいといみじと  

見たてまつりて、  

口語：「決められている死出の道にも、いっしょにと、お約束なされたでは  

ないか。いくらなんでも、私を残してはゆけますまいね」と仰せにな  

るのを、女も帝のお気持をほんとにおいたわしくと存じあげて、  

田訳：“召月闇？1？］旦呈号音句召01中三を01フープ1主筆今昔斗ス1告敷全．  

01望刀1中書手工喜アース1芙可礼”舌互呈望音句 中舎01瑠官主  

せ司盟中≒類書曾ヱ昔01甥可を貴社ゼ司曽憩ヰ．  

「前世の因縁で死の道でも一緒に行こうと約束したじゃないですか。  

こう私を置いて行けますまい。桐壷も王の気持ちが本当に気の毒だと  

いうことを知り、息を引き取りそうにかろうじて言った。  

評 ：「前世の因縁で」が加わっている。現代語訳の「決められている」に  

引っ張られたかと思われるが、前世の因縁で約束したという意味のと  
●T  

れない文脈となっている。  

瀬戸内訳：「死出の旅路にも、必ずふたりで一緒にと、あれほど固い約束をし  

たのに、まさかわたしひとりをうち捨てては、去って行かれないでし  

ょう」と、泣きすがり仰せになる帝のお心が、更衣にもこの上なくお  

＊7 日本古典文学全集の注ではこの部分「「限りあらむ道」は、前世の因縁で、その時期も定   

められている死出の道。にもかかわらず「後れ先立たじ」と約束が交された、それほど帝と   

更衣とは無類の仲だったのである。」とあり、これを参考にしたのか。）  
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いたわしく切なくて  

金訳：“号♀句 召オス1を01可ス一正ユ主号音♀学年舎可更召せ，ゼ可  

叫喜喜斗Ⅷ叫司キエフtス1モ芙中人1烈ス1且．”01撃刀l里中可憎旬モ  

剋旦句旦告叫相可生せ叫合0lo一里ヱ0Ⅵ貴可司令01音可召貴  

刀♀01専刀1曽斗忠告りq．  

『死ぬ道まで一緒にいようとあれほど固く約束をしたのに、まさか私  

を一人にほったらかして行ったりはできませんでしょう』こう泣皇室  

がらすがり付く陛下の姿に更衣もまた心が痛く切なくてたえだえにこ  

う言いました。  

評  ：瀬戸内訳が「泣きすがり仰せになる帝」を金訳でも受け継ぎ、さらに  

すがり付く陛下と脚色されている。  

29．原文：「かぎりとて別るる道の悲しきにいかまはしきは命なりけりいとか  

く思ひたまへましかば」  

口語 ：かぎりとて……（いまは、そうよりほかなく別れることになっている  

死別の道が悲しく思われますにつけて、私の行きたいのは生きる道の  

ほうでございます）ほんとに、このようなことになろうとかねて存じ  

寄りましたなら」  

舎可智幸フt盟可人tIヨ勇召01 司ス1ス1中．瑠世事朝≒召き  
■8  

八一≒召望りq．〉瑠増01電力l望蚕書巻半可曽正史忠司斗望．”  

今はしようがなく死別の道が悲しくなりますが、本当に望むのは生き  

る道です。  

『はんとうにこのようになることを前からしっていたなら』  

評  ：とくに大きな問題はない。  

瀬戸内訳：今はもうこの世の限り／あなたと別れひとり往く／死出の旅路の淋  

しさに／もっと永らえ命の限り／生きていたいとおもうのに「こう  

なることと、前々からわかっておりましたなら」  

金訳：01州主 01州 勇 晋／甘そ1斗瑚可司 書主力主／考♀句 召望  

＊8 田訳では、「望阜召号卑フナ（和歌）呈五一セー五一セー上司 ♀阜豊里ヰ．01召：河7t   

7†ol司叫 795午ヰ♀ヰ．車外吉 ＜＞ 五人l主要司書干望可男卑．せ雪♀阿部、秋山、   

今井句 現代日本語語合着工王威ヰ．」「日本伝統和歌で五一セー五一七一七の韻律を帯び   

る。このような和歌がこの本に795首出る。和歌は＜＞表示で前後を区別した。翻訳は阿部、   

秋山、今井の現代日本語訳を参考にした。」  

6j 韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について  〔う0〕   



草書計01可／糾 
望書巻卑皆朱qヰ望．”  

いまはこの世の果て／あなたと別れ「人で行く／死の道の寂しさよ／  

生きていたかったのに『こうなると早く  長らくこの命果てるまで／  

から分かってたなら』  

評 ：「悲しき」を瀬戸内訳が「淋しさ」と訳したので、金訳が受け継いでいる。  

しかしこれでは、栴壷更衣の悲痛な思いを伝えきれない。この歌は、  

生きる道、死ぬ道の分かれ道に立ち、死ぬ道を歩まなくてはいけない  

のはわかっているが、本当に選びたいのは、生きる道だという激しい  

生への執念が込められた歌である。瀬戸内訳では、半ば諦念している  

歌という印象を受け、それをそのまま金訳が受け継いでいる。また、「ま  

しかば」の反実仮想の意味が訳されていないのは、反実仮想を現代語  

や韓国語に訳しずらかったからであろう。  

30．原文：と息も絶えつつ、聞こえまほしげなることはありげなれど、いと苦  

しげにたゆげなれば、かくながら、ともかくもならむを御覧じはて  

む、と思しめすに、「今日はじむべき祈躊ども、さるべき人々うけ  

たまはれる、今宵より」と聞こえ急がせば、わりなく削がら、  

まかでさせたまふ。  

口語：と息もたえだえで、申しあげたいことはあるらしい様子であるが、ひ  

どく苦しそうで見るからにぐったりしているので、帝はいっそこのま  

まで、どうあろうとこうあろうとなりゆきを見届けたいとおぼしめす  

のに、「今日から始めることになっております数々の祈祷を、しかる  

べき験者の人々が仰せつかっております、それを、今晩から始めます  

ので」と、せきたて申しあげるので、帝はたまらないことをとおぼし  

めしながら、更衣を退出させておやりになる。  

田訳：号互≒望音ql刀1日管曾01毀モモ斗盟旦叫，普合判卑可フ1叫吉  

り早ヱ音と司朝且望q．望昔♀斗斗司01用量可留州司モス1舌亘月  

旦青書瑚キス1司旦フ1喜塾戦中．ユ司り＝旨亘7tユせフ中∃早司  

71三言 書中吉子エス一書可1刀1望司辛労望 蚕舎人1今朝ガ中正  

瑚専科スL 望音♀音長句司書舎司卑朝恩ヰ 

桐壷は王に残った言葉があるようだったがいい続けるにはとても苦し  
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く見えた。王はいっそどうなろうと、桐壷の姿をずっと見守ることを  

望んだ。しかし、桐壷がその日の夕べから祈祷が上手な修行者に言い  

付けて置いたのを始めると催促すると、王は桐壷の退出を許した。  

評 ：田訳では桐壷更衣が「宮中からの退出」をせきたてたことになり、原  

文と大きく違う。会話文が説明文になっている。「わりなく思ほしな  

がら」が訳されていない。  

瀬戸内訳：息も絶え絶えにやっとそう口にした後、まだ何か言いたそうな様子  

でしたが、あまりの苦しさに力も萎え果てたと見え言葉がつづきませ  

ん。帝は分別も失われ、いっそこのままここに引き留め、後はどうな  

ろうと、最後までしっかり見とどけてやりたいとお思いになるのでし  

た。ところが傍から、「実は今日から始めることになっていた御祈祷  

の支度を整えまして、効験あらたかな僧たちが、もうすでに里の方で  

待っております。御祈祷は今夜からでして」と、申し上げ、しきりに  

せかせますので、帝はたまらないお気持のまま、今はどうしようもな  

く退出をお許しになりました¢  

金訳：ユ司ヱ喜中人1早手官製フ一斗ヱ忍♀吉村思旦ヰ瑠句≒旬月音叫  

営舎聖ス1芙斗忠告りq．召尊書晋Ⅷ 喜望司書望ヱ，叫舌  

望0lot可留刀1司喜斗斗司 01用量召叫手ヱ叫ス1卑オス1ス1司旦ヱ  

忍♀ 中音01告知書り中．コ司り卜 望や】ベlol望刀1剥王朝吉  

妻01聖書りヰ．“ゼ♀且書手可 ス1斗可フ1呈せ71王司 書可フ一斗  

安手可司，ゼ音司01毀中き と望号01望刃1ノ叫7tOllベフ1ヰ司ヱ  

忠人一合り中．71主旨且喜甘辛可01旦り．”0loll剥啓♀アーキース1  

貴命き叫♀旦呈可智幸剖01月青♀司卑訊望喜り中 

そう言ってはまた何か言いたいことがあるように見えましたが、更衣  

は苦しさに言い続けなかったです。天皇は遂に分別力を失い、後のこ  

とはどうなろうといっそこのままそばに置いて最後まで見守りたい気  

持ちになりました。しかし傍でこうせきたてるのでした卜『実は今日  

から始めるようにした祈祷の準備が整えて、神通力があるという坊さ  

ん達がもう私家で待っております。祈祷は今夜からなので。』それで  

天皇は整理がつかない気持ちで仕方なく退宮を許しました。  

評 ：文章傾が多少違う程度である。  
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つゆまどろまれず、明かしかねさせたまふ。  31．原文：御胸つとふたがりて、   

口語：帝は胸がいっぱいになって、とろりともおやすみになれず、短い夏の  

夜の明けるのを待ちかねておいでになる。  

田訳：望音♀7一書01ロlolス川せ昔主音舎貴恋中．  

王は胸が裂けるようになって一息も眠れなかった。  

評 ：やや省略しているが、特に問題ない。  

瀬戸内訳：帝はその夜は淋しさと不安でお心がふさがり、まんじりともなさら  

ず、夜を明かしかねていらっしゃいました。  

車人1主旨♀  金訳：尋専♀ユせ甘，  

昔01ス1莫申立甘♀丑中人¶労音りヰ．  

天皇はその夜、淋しさと不安さに胸が詰まってひと暗もまどろめず、  

夜を明かしました。  

評 ：瀬戸内訳の脚色をそのまま全訳を受け継いでいる。  

32．原文：御使の行きかふほどもなきに、なはいぶせさを限りなくのたまはせ  

⊇蓬 

泣き騒げば、御使も、いとあへなくて帰り参りぬ。  

口語：まだお見舞のお使いが行って帰参するだけの時間もたたないのに、そ  

れすらもうたまらなく気がかりでならぬお気持を仰せになっておられ  

たが「夜中を過ぎるころに、とうとうお亡くなりになりました」と言  

って更衣の里の者が泣き騒ぐので、お使いもまったくがっかりして宮  

中に帰参した。  

田訳：召半音中吉 01喜入1司 昔せ舎且Ⅷ寺ヱ，きO一書人1そ｝0lot召  

望盟主ql王ユ御中．“骨子朝  

享O一九忍喜りヰ．”舌互召可1裂きパ哲01互ヒク1可塑中吉仝司ql  

づ半音改頁小菅♀卑官斗弓子音旦呈きd一致中．  

お使いするものをさせて見舞いを送っておいて、戻ってくる時間がま  

だ遠いのにその間を待てずに居ても立ってもいられなかった「夜中に  

お亡くなりました。」と、桐壷は家にいる人がすすり泣きながら伝え  

る声にお使いに行った人は気落として宮中に戻ってきた。  

評  ：「なほいぷせさを限りなくのたまはせつるを」、「なむ」が訳されてい  

ない。  
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瀬戸内訳：お里へお見舞いやられたお使いが、まだ帰ってくる時刻でもないの  

に、気がかりでたまらないと、しきりに話していらっしゃいました。  

更衣のお里では、「夜なかすぎに、とうとうお亡くなりました」と、人々  

が泣き騒いでいるのを聞き、勅使もがっかり気落ちして、宮中へもど  

ってまいりました。  

金訳：祖斗句パフ一旦且埴司斗7t O一室ぎきO一書ス1中主Otせ札 中音可  

竺御中． 相可句斗フt叫  

主卑せ司八一≒小菅吾01含司書司可き土司書喜労音リヰ．“丑宜虫  

ス1しⅠ晋Ⅷ喜Ot7t忍告りヰ．”01官舎喜♀司小吉卑官斗可号音旦呈  

き叫教書りq．  

更衣の私家に送った勅使がまだ帰ってくる時刻でもないのに、墓塑坐  

りでいられないと何度もおっしゃいました。更衣の私家に着いた勅使  

は人々が泣き悲しむ声を聞きました。「醐こお亡くなりま  

＿出」このことを聞いた勅使は落胆して宮中に戻ってきました。  

評 ：特に問題なし。  

33．原文：聞こしめす御JL、まどひ、なにごとも思しめし分かれず、籠りおはし  

ます。  

口語：この知らせをお聞きになられる帝の動転するお気持、もうなんのご分  

別もっかぬ体で、ただお部屋に閉じこもっておいでになる。  

田訳：ユ全句宣告♀望音♀り早き叫べ瑠心音7一手ス1芙可思q．中子  

昔望三景せ瑚 ユ司せql人1せス1城中．  

その消息を聞いた王はあまりにも驚いて精神を整えられなかった。な  

んの分別も出来ず、ただ部屋で過した。  

評 ：特に問題なし。  

瀬戸内訳：それをお聞きになった帝は、御悲嘆のあまり茫然自失なさり、お部  

屋に引き籠っておしまいになります。  

金訳：召蟄♀コ生月書巻司書ヱ吉可せql司♀り呵ス1せ望スtゼ可申せ叫  

♀音可ヱ曾悪書りq．  

天皇はその消息を伝えて聞いては悲嘆に暮れたあまりに茫然自失して  

部屋に籠ってしまいました。  

評  ：瀬戸内も金も「何ごとも思しめしわかれず」に悲嘆と茫然自失した感  
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情まで挿入している。  

34．原文：皇子は、かくてもいと御覧ぜまほしけれど、かかるはどにさぶりら  

ひたまふ、例なきことなれば、まかでたまひなむとす。  

口語：若宮をば、このまま宮中にとどめてごらんになっていたいと、帝は強  

く願われるけれどもこうした母君の喪中に、宮中においでになるのは  

前例のないことであるから、退出なさろうとする。  

田訳：望音♀蟄ス一言号音可1司書刀1可ヱ忍敷旦叫，可司り句せ舌ql  

専可7一号号句1せO一文1主項♀召司1可1駁卓望01思斗．  

王は皇子を宮中に居着かせたかったが、母親の喪中に皇子が宮中に残  

っているのは前例に無いことだった。  

評 ：「まかでたまひなむとす」が省略されている。  

瀬戸内訳：こうした中でも、若宮をそのままお側に引きとめて、お顔をごらん  

になっていたいとお思いになりますけれど、母の喪中に若宮が宮中に  

いらっしゃるのは、前例のないことなので仕方なく若宮も里方へ御退  

出になります。  

金訳：ユ召卑舌可1主OH旦専ス一書召可1手工望音01ヰ叶旦ヱ忍中ヱ  

増斗可叫 可司り句せ舌可1尊スープ一昔看ql史吉蚕♀召司17一散吉  

望01年可望午駁0lol召専斗喜斗フ一旦 Ⅷ且悪書りq．  

そんな中でも幼い皇子を傍において顔だけでも見たいと思うが、母親  

の喪中に皇子が宮中に居ることは前例がないことだったので仕方なく  

幼い皇子を出しました。  

評  ：特に問題なし。  

35．原文：何ごとかあらむとも思したらず、さぶらふ人々の泣きまどひ、上も  

御涙の隙なく流れおはしますを、あやしと見たてまつりたまへるを。  

口語：若宮は、どれはどのことが起きたのかともわかっておいでにならず、  

おそばの人々が泣きまどい、帝もとめどなく落涙しておいでになるの  

皇、不審なことと眺めていらっしゃることである。  

田訳：可宅卜蟄スt吉可更望01望可忍吉司王旦主ヱ，八一哲喜01阜早召ヱ  

科望盟01旨号♀喜d主項与01せせ吉旦呈叫斗旦敦q．  

幼い皇子はどんなことが起きたのかが分からずに、人々が泣き叫びて  
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止めどなく涙を流すのを不思議な目で眺めた。  

評 ：帝がとめどなく涙を流すのであるが、田訳では人々になっている。  

瀬戸内訳：若宮はまだ頑是なくて、何がおこったのかお分かりにならず、女房  

たちが泣きまどい、帝までしきりに涙を流されるのを、不思議そうに  

眺めていらっしゃいます。  

金訳：可宅！尋スt吉O一句召01忠司早手望01望可忍≒ス1主旦主立，  

舎早要吉昔月号ヰ斗望敦01古書せ喜司吉司1斗喜01せせ盲旦呈  

叫叫旦敷告りq．  

幼い皇子はまだ物心が付いてなく何の事ができたのかも分からず、泣  

き叫ぷ宮女達と止めどなく涙だけ流す陛下を不思議な目で眺めまし  

た。  

評 ：光源氏が「何ごとがあらむとも思したらず」な原因を瀬戸内訳で「頑  

是がなくて」と入れたのを金訳でも「物心が付いてなく」と受け継い  

でいる。また金訳では「涙だけ」と限定表現がされている。  

36．原文：よろしきことにだに、かかる別れの悲しからぬはなきわざなるを、  

ましてあはれに言ふかひなし。  

口語：尋常普通の場合であっても、母との死別の悲しからぬはずはないこと  

だのに、いまはなおさら身にしみて哀れで、何とも言いようのない有  

様である。  

♀岬 

？一斗オ♀阜ユニ窃ヰ．  

人達は母親と死別した幼い皇子を眺めて言葉には表現できない切なさ  

を感じた。  

評 ：「よろしきことだに」が訳されていなく、また切なさの原因が皇子の  

幼さ放ということになっている。  

瀬戸内訳： 普通のありふれた親子の別れでさえ悲しいものなのに、まして母君  

との死別さえわきまえない若宮の哀れさはひとしおで、ことばもあり  

ません。  

金訳：哩 

可司り卑斗望せ蚕合口1司曾ス1芙可吉C車追号ス一旦】7憎舎♀01子  

曾智幸フt忠恕看り中．  

打 砕国語訳『源氏物語』lこおける解釈上の諸問題について  〔う6〕   



平凡な親子間の離別も悲しく悲しいものなのに、まして母親と死別し  

たのをまだわからない幼い皇子の労しさはとうていいい様がありませ  

んでした。  

評  ：「よろしきこと」が身分から解釈されている。  

37．原文：限りあれば、例の作法にをさめたてまつるを、母北の方、同じ煙に  

のばりなむと泣きこがれたまひて、御送りの女房の車に、慕ひ乗り  

たまひて、愛宕といふ所に、いといかめしうその作法したるに、お  

はし着きたる心地、いかばかりかはありけむ。  

口語：きまりもあることなので、作法どおりご葬儀を行うのだが、母北の方  

は、娘の亡骸を焼くのと同じ煙となって空へのぼってしまいたいと泣  

いてお慕いになって、ご葬送の女房の車に後を追いかけてお乗りにな  

って、愛宕という所で、まことに厳粛にその儀式を行なっているとこ  

ろに到着なさったときのお気持は、どんなに悲しくていらっしゃった  

であろうか。  

田訳：告昔可1吉せ01盟労旦叫，有司1qlモー望増せ増エフt慰労中．有司1≒  

0Ⅵ甘（愛宕）01年吉杏全句lベ（許寿司司1刀増司盟q．音互句 増旦き  

曹司人1包含印♀主音可1沓01吼計司望717t司裁可ヱ含早冥想中．  

悲しさには限りがなかったが、葬礼には一定な法度があった。葬礼は  

愛宕という場所で厳粛に行われた。桐壷の生母は娘の死身を燃やせる  

火に一緒に燃えられて煙になると泣き叫んだ。  

評  ：「限りあれば」の前に「悲しさには限りがなかったが、」が加えられて  

いる。また、母が葬儀が行われる最中に泣き叫んでるように表わして  

いる。  

瀬戸内訳：いくら名残を惜しんでも、こうした時の提には限りがありますので、  

更衣の亡骸はやがて作法通りに火葬にされることになりました。母君  

は、娘と同じ煙になって、空へ上りかき消えてしまいたいと泣きこが  

れ、野辺送りの女房の車に追いすがるようにして乗りこみました。愛  

宕の火葬場で、実におごそかに葬儀をとり行っている最中にやっとた  

どり着かれたその心のうちは、一体どんなだったことでしょう。  

金訳：O一千司叫召エロ1軍01甘O一三，01召l瑚句一召三月1圭一単三7t毀≒ス1年  

相可句子召阜倒増用量斗奇書可刀1司労音りq．瑠仝ド〕0い叶り壱  
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坐司司 書ヰフt，普卑官列 望717一句可 斗音量小串ス1ヱ忍ヰ司  

卑有司呈7t≒ス1q号句幸司1朝 刊せ司貴♀斗教書り中．旦可71句  

卑有司叫べ せ杏望寺可刀l杏司1旬月01刀瑠望嘲Ot71♀王卑せ  

可ロ1句中合牟01年望可明年雲合オ且．  

どんなに残り惜しく未練が残っても、このような時の法度には限度が  

あるので更衣の亡骸は礼法通りに火葬をすることになりました。更衣  

の母親は倒れて泣いては、娘と一緒に煙になって空に消えたいと火葬  

場に行く侍女達の車にすがり付くように乗り込みました。愛宕の火葬  

場で一頻り厳かに葬礼儀式が行われる時にやっと着いた母親の心の中  

はどうだったのでしょうか。  

評  ：「いくら名残惜しんでも」が補入し金訳がそれを受けている。また、  

作法に火葬の言葉を入れて説明している。  

38．原文：「むなしき御骸を見る見る、なほおはするものと思ふが、いとかひ  

なければ、灰になりたまはむを見たてまつりて、今は亡き人とひた  

ぶるに思ひなりなん」と、さかしうのたまひつれど、車よりも落ち  

ぬべうまろぴたまへば、さは思ひつかしと、人々もてわづらひきこ  

ゆ。  

口語：「むなしい御遺骸を目の前に見ながらも、やはりまだこの世に生きて  

いらっしゃるように思われて、それがどうにもならないのですから、  

灰におなりになるところを拝見して、いまこそこの世に亡き人だと、  

すっかり諦めをつけてしまいましょう」と、健気におっしゃったけれ  

ども、そのときになると牽から落ちてしまいそうにお倒れになるので、  

こんなことにおなりであろうと思ったのだと、人人がお相手をしかね  

ている。  

田訳：ユ司中7t旨01今五官甘せ号仝司呈曽戴q．“司羊せ人1せ♀竜瑠珂  

旦望べ王Ot司主 音互7t Ol人l】せ可1せO一文1き蚕沓敷き嘲，瑚7一  

斗旨類書旦り 01瑚べ卜司宅巨1司吉子且．”ユ司叫召早生司司べ  

幸司1叫月望可召型可きユリ句王寺含旦望月ノ中計き全音人1召瑠書  

舌l望q．  

そうしては、やがて淡々な声で話した。「空しい死身を目の前にしな  

がらも未だに桐壷がこの世に生きているようだったのに、灰になるの  

ぅぅ 韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について  〔う8）   



を見て今になって諦念できますね。」と言った。しかし、結局倒れて  

車で落ちそうになる彼女の姿を見て人達は大変心配をした。  

評 ：これから灰になるのを見てあきらめをつけようという部分が、田訳で  

は灰になるのを実際見て諦めたとなっている。「さかしう」を「淡々」  

と異なる意に訳になっている。また、倒れて車から落ちそうになった  

のは葬式の前に起った事なのに、順序が逆様になっている。  

瀬戸内訳：「むなしい亡骸を目の前にしながら、やはりまだ生きていられると  

うにしか思えないのが、いかにも辛いので、いっそ灰になられるのを  

この目でたしかめて、今こそほんとうに亡くなったのだと、ひらすら  

思いましょう」と、賢しそうに言われたのに、途中、車からも転び落  

ちそうなほど、泣いて身を操まれるので、たぶんこんなことと思った  

と、女房たちも介抱しかねて困りはてました。  

全訳：“司せせ子召書01子吉旦呈旦敷旦更べ王Ot召主せOt史モモ  

雪月ス1旨01中音望叶叫司主音ス1，斗叶司瑚7巨朴旨蚕♀卑型司亮  

瑠曽01スlol朴旨雪憩中耳 コ鷲刀1増中朝Ot烈ス1且．”01専刀1曽♀  

車句中刀1句中，7t旨主音午司1ql人1書司 望可召唱習瑠王主音中  

音羊召可吉可司り雪王寺叫，ス1りき♀01望書聖敦中望べ可望刀1  

せ胡Ot奇書ス1せ沓胡可労音叶叶  

「虚妄な亡骸をこの二つの目で見ながらも未だに生きているように感  

じるこの心いかに辛いか、いっそ灰になるのを確認して本当に今は死  

んだと、そう思うべきでしょうね」こう話すのは賢明にするが、行く  

途中に車で落ちそうになるくらい泣きあがく母親の姿に、侍女達はこ  

うなると分かったと言ってどう慰めたらいいのか困り果てました。  

評 ：瀬戸内訳では「泣いて身を揉まれるので」が補入され、全訳では「泣  

きあがく母親の姿に」が追加されている。  

39．原文：内裏より御使あり。三位の位贈りたまふよし、勅使釆て、その宣命  

読むなん、悲しきことなりける。  

口語：宮中からお使いがある。三位の位を追贈あそばす旨、勅使が見えて、  

その宣命を読むのは悲しいことであった。  

田訳：司スープ一斗べ号音可1月ノ甘割（三位）句ス1♀1喜子看せ可司ゼ巧司1（宣  

明饉）呈告昔月喜幻想叶 喜菩望01労中．（＊10田訳には「瑠小潮  

比較文化論叢26 ぅ4   〔う9〕  



せ01黒毛ト瑠卑け1吾甘司書手書敢q」正四位上だった更衣に従三位を  

追贈した。）  

勅使が釆て宮中で三位の地位を追贈すると宣明体で書かれた文書を読  

んだ。悲しいことだった。  

評 ：宣命体の「みょう」の字が間違っている。  

瀬戸内訳：宮中から勅使が見えました。亡き更衣に三位の位を贈られるとの宣  

命を読みあげるのが、いっそう悲しみを誘うのでした。  

金訳：号音叫べ司斗7tl斗教書り斗．号♀相可ql刀13♀】句昔朴喜Ⅷ里中モ  

セ瑠舎皇j可Ⅷ司スト主音01せ召句中労音りヰ．  

宮中で勅使が出ました。死んだ更衣に三位の品階を下すという宣命を  

読み出すと悲しさが一層増しました。  

評  ：特になし。  

40．原文：女御とだに言はせずなりぬるが、あかず口惜しう思さるれば、いま  

一階の位をだにと、贈らせたまふなりけり。これにつけても、憎み  

たまふ人々多かり。  

口語：生前、女御とさえも呼ばせぬままに終わってしまったことが、じつに  

心残りなこととおぼしめされるので、せめてもう一階上の位をだけで  

もというお気持で、お贈りになるのであった。このことにつけてもま  

た、故人をお憎みになる人々が多い。  

田訳：司可中立王子呈ス1貴市雲更衣舎0臣当司司け 可7］可ヒ更牒1朝里  

司胡せ01年王子ヱ忍♀望昔句中♀01盟中．01望呈主五里♀勇司  

人t曹司l刀1召増舎悪中．  

女御とも呼べなかったのを愛惜に思い、一段階上の地位だけでもあげ  

たい王の気持ちだった。このことでも故人は多数の人から怨声を買っ  

た。  

評 ：特になし。  

瀬戸内訳：生前、女御とも呼ばせずに終ったのを、帝はいかにも残念で口惜し  

くお思いになりせめてもう一段上の位だけでもと贈られたのでした。  

このことで、また更衣を憎むお妃たちが多いのでした。  

金訳 ：ユリ7tせO一文1合札 可可年号司子ス1貴或望召舎芙Ⅷot召五  

首可刀1増キせ重曹01せせ月11ヰ叫ス1羽音♀司子エス一明召  

ぅぅ 韓国語訳頂氏物語J＝こおける解釈上の諸問題について  〔40〕   



セ増01労音り叶 司L十01望呈相可喜州せロ1羽村≒辛青書01  

曽双書りq．  

彼女が生きていたとき、女御と呼んであげられなかったことを果てしな  

く惜しくて悔しく思った天皇が一段階でも地位を上げようと下した宣  

命でした。しかしこの事で更衣をあらためて憎む妃達が多かったです。  

評 ：瀬戸内訳では「いかにも残念で」が補入され、金訳がそれを受けている。  

41．原文：もの思ひ知りたまふは、さま容貌などのめでたかりしこと、JL、ばせ  

のなだらかにめやすく、憎みがたかりしことなど、今ぞ思し出づる。  

口語：しかし、ものの情理をよくわきま知っておられる人は、更衣の姿や顔  

だちの美しかったことや、気だてが穏やかで難がなく、憎もうにも憎  

めなかったことなどを、亡くなったいまとなってはじめてお思い起こ  

しになる。  

田訳：コ司叫小司書普曾正史吉パ哲♀号互句阜旦フtO一昔官立，増召01  

♀台村望月羊せ斗中ロ1胡王可胡智幸叙合音草書早朝し巨叶ク臣きコ  

裏盟ヰ．  

しかし、事理をよくわかっている人は桐壷の容貌が美しく、性質が温  

順で無難なので憎んでも憎めないのを死んでからでも悟っていた。  

評 ：特になし。  

瀬戸内訳：そんな中にも、さすがにものの情理をわきまえた人々は、亡き人の  

顔だちや姿のやさしく美しかったこと、心ばえがおだやかで角がなく、  

憎めなかったことなどを、今更のように思い出します。  

金訳：ユ召7一書一切qlノ当主斗望 月1せ句 主司書Ot旨小菅号♀，五里句  

叫司叶喜阜旦斗♀卑可ヱ旦qス1告敷望増音合口1朝智幸吉敵中エ  

ス¶せ土召刀1増中村忠告りq．  

そんな中でもさすが世の中の道理が分かる人達は、個人の美しい容貌  

と温和で角がなかった性品を憎むことはできないと今更思いました。  

評  ：瀬戸内も金も「そんな中にも、さすがに」が補入されている。  

42．原文：さまあしき御もてなしゆゑこそ、すげなうそねみたまひしか、人が  

らのあはれに、情ありし御心を、上の女房なども恋ひしのびあへり。  

「なくてぞ」とは、かかるをりにやと見えたり。  

比較文化論叢26 ぅ2   し▲11〕  



口語：見苦しいほどの帝のご寵愛ぶりのためにこそ、冷ややかな態度でお嫉  

みになったのであるが、人柄が優しく情愛の深かったお心を、上の女  

房なども、みなが思い出し恋しく思った。「なくてぞ」というのは、  

こんな場合のことを詠んだものであろうかと思われた。  

田訳：盲句1オ告望竜王呈ス1号可望 望昔句小菅舎増瑠可刀1召早可望  

可塑喜主音圭司 望昔01♀o一斗ヱ瑠01憂思更衣舎ユ司羽村ヱ  

史盟ヰ．‘号旦望’01斗き土胡旨01里 中合音怠♀蚕望貴 史盟中．  

目に障るほど至極だった王の愛を冷々に嫉妬していた女人達も桐壷の  

人柄が優雅で情け深かったことを懐かしく思った。「死ねば」という  

歌はこのような心を詠んだようだった。  

評 ：「上の女房なども」が単純に「女人」となっており、女房だけではなく、  

他の妃達も含めたような印象を受ける。田訳「死ねば」の訳では、歌  

の意図が伝わらない。  

瀬戸内訳：帝の苦しいまでの度をこした更衣への御寵愛のせいで、いじめたり、  

嫉んだりしたものの、更衣の人柄のしみじみ情愛深かったのを、帝の  

おそば付きの女房たちも、恋しく思いだしてはなっかしんでいます。  

＜亡くてぞ人は恋しかりける＞という古歌は、こうした折にこそふさ  

わしいように思われます。  

金訳：忍者召可1月 人1号室三吉音q喜王，旨叫 刀書望瑠主呈ス1号せ  

司1斗句小菅賛刊昔書類含可フ1主斗ヱ召手玉皆01年望旦叫瑠01  

曽致更フ射中当 乞音舎呵♀司司 ユ叶乳可労音りq‘号♀幸司lot  

エバ曹0101司エコ司割ス1干甘 せ禦人1≒01召嘲ql卑可含司≒  

蚕01年増斗召り中．  

天皇の傍で世話をする宮女達も、目に障るはど至極な陛下の愛のせい  

で性悪のことをしたり嫉妬もたくさんしたが情深かった更衣の人柄を  

思い浮かべると懐かしく思いました。「死んだ後になってからその人  

がここまで懐かしくなることか」という昔の詩はこのような時にぴっ  

たり合うものと思われます。  

評 ：「すげなうそねみたまひしか」を瀬戸内訳が「いじめたり」と訳して  

いるため、金訳でも「性悪のことをしたり」と訳している。  

うー 韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について  〔42〕   



結び  

以上、一文ずつ、田訳と金訳をそれぞれ、日本古典文学全集と瀬戸内寂聴訳  

を比較した。田訳が、応応にして、主語が変わり、原文を省略することがある  

のは、前稿で既に指摘したとおりである。今回さらにあらためて気付いた点は、  

重訳の危うさである。瀬戸内訳は、小説家魂ゆえか原文を物語として盛り上げ  

ようと思うあまり原文にない副詞を多用しがちであることがわかる。また、わ  

かりやすく伝えようとする意識のあまり主語や目的語を特定し、また原文には  

ない具体的な描写を書き加えている。それを金訳がそのまま受け継いでいるの  

である。よって、あたかも伝言ゲームのように原文が少しずつ脚色されてしま  
・り  
った。   

最後に冒頭に指摘した斐訳についてふれたい。紙面の都合上、一つ一つ田訳  

を重ねて掲出することができないので1点のみ指摘する。斐訳はその訳すべて  

が田訳に酷似しており、例えば本稿でとりあげた置訳の最も人きな誤訳箇所で  

ある22番の桐壷更衣の母が娘を里に帰してもらうのを願いでる部分を更衣自  

身が申し出るという訳になっており、これが「22．ユ司日子珂号互句増月1き  

せ可セト手刀♀仁恵q．舌互き音更べ望音qlフ11相計叶司召号司書計叶旨瑠壬  

せ汝q．」斐訳もまったく同じなのである。非常に遺憾であるが、斐訳は原文は  

勿論、日本語の現代語訳を基にしているのでもなく田訳を重訳しているものといえ  

る。  

＊9 金訳における重訳の問題点については、拙稿「金蘭周訳『源氏物語』から見る現代語訳  

『源氏物語』の問題点について－「若紫」「紅葉賀」－」（札幌大学総合論叢 第31号 2011   

年3月）  
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